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香川大学経済研究所講演会のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

【演 題】『タカラヅカ 100 年続いたロマンと算盤』                  

〇講 師  森下 信雄 氏 （香川大学経済学部卒業） 

     経営コンサルタント・元宝塚総支配人 

〇日 時  平成 28 年 1月 20 日(水) 15:00～17:00 

○会 場  香川大学経済学部 1号館第 11 講義室 

○懇親会  香川大学経済学部 1号館オープンスペース内 17:00～18:00 

〇主 催  香川大学経済研究所 

 

参加受付は当日、会場にて行いますが、事前に参加のご連絡をいただけば、お席を確保致します。また 

本講演会は、学内外を越えた参加者間での交流も目的としておりますので、懇親会にもぜひご出席下さい 

ますようお願い申し上げます。 

駐車場がございませんので、ご来校に際しましては公共交通機関をご利用いただきますようお願い申し上 

げます。 

 

 

 

              

 

 

       

�  問い合わせ先  

香川大学経済研究所 担当：河合 

高松市幸町 2 番 1 号 

TEL：087-832-1950 FAX：087-832-1952 

E-mail：(kawai@ec.kagawa-u.ac.jp) 

この度、香川大学経済研究所主催で「タカラヅカ 100 年続いたロマンと算盤」と題する講演会

を開催いたします。 

宝塚歌劇団は、女性だけで演じる世界に類を見ないユニークな劇団として、独自の発展を遂げて

きました。昨年は創立 100 周年を迎え、関西のみならず、日本中で大きな話題となりました。世界

中から約 1500 人の元タカラジェンヌたちが結集した記念式典や 10 年に一度の大運動会、「ベルサ

イユのばら」等人気ミュージカルの上映で、2014 年度の観客数は、本拠地の宝塚大劇場が約 118 万

人、東京宝塚劇場が約 97万人と現在の劇場がオープンして以来、最多を記録したそうです（「日本

経済新聞」、2015 年 4月 9日朝刊）。 

今回は、長年にわたり宝塚歌劇団の運営に携わり、本年 1月に「元・宝塚総支配人が語る「タカ

ラヅカ」の経営戦略」を出版された、森下様にタカラヅカの 100 年続いたビジネスモデルについて、

ご自身の経験談を交えながら、ざっくばらんにお話をしてもらいます。 


